
豪
雪
お
そ
う
五
所
川
原
 

二
月
は
冬
の
ど
ま
ん
中
 

風
の
子
 
雪
の
子
 
き
か
ん
坊
 

元
気
い
っ
ぱ

い
雪
ま
つ
り
 

お
祭
り
広
場
に
立
ち
並
ぶ

氷
の
彫
刻
ひ
か
る
中
 

寒
さ
も
の
か
わ
よ
い
子
た
ち

ズ
グ
リ
回
し
に
カ
ル
タ
取
り

未
来
の
覇
気
を
み
な
ぎ
ら
せ

あ
が
る
歓
声
雪
を
け
る

声
援
お
く
る
父
兄
ら
も

す
っ
か
り
童
心
よ
み
が
え
る
 

岩
木
川
原
の
凧
揚
げ
も
 

小
学
生
か
ら
お
と
な
ま
で
 

西
北
地
方
の
大
集
合
 

マ
ニ
ア
の
気
負
い
よ
そ
に
し
て
 

風
に
大
凧
す
ね
て
い
る
 

力
自
慢
の
子
供
ら
が
 

チ
ー
ム
組
ん
で
の
綱
引
き
は
 

手
に
汗
に
ぎ
る
大
熱
戦
 

川
の
白
鳥
羽
ば
た
い
て
 

津
軽
の
春
を
呼
び
さ
ま
す
 

明
け
て
建
国
記
念
日
は
 

歌
謡
 
民
謡
 
手
踊
り
と
 

西
北
一
を
競
い
合
う
 

こ
れ
も
期
待
の
コ
ン
ク
ー
ル
 

津
軽
民
謡
手
踊
り
は
 

天
才
チ
ビ
ッ
コ
大
奮
闘
 

や
ん
や
の
投
げ
銭
花
あ
が
る
 

一
足
早

い
春
た
た
え
 

寒
気
も
吹
っ
飛
ぶ
雪
ま
つ
り
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森田市長が激励 

クふ
る
さ
と
の
味
）
づく
り
本
格
化
 

農
産
物
加
工
作
業
状
況
を
視
察
 

毘
沙
門
地
区
農

産
物
加
工
処
理
施

設
の
あ
ら
ま
し
に

つ
い
て
は
、
前
回

の
広
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
 

加
工
施
設
の
運
営

を
担
当
す
る
「
毘

沙
門
む
ら
づ
く
り

協
議
会

（
会
長
増
 
 

田
武
文

・
二
百
八
十
戸
で
構
成
）
 

で
は
、
こ
の
ほ
ど
運
営
組
織
を

確
立
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

活
動
目
標
を
次
の
と
お
り
決
定

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

重
点
目
標
と
し
て
は
①
自
給

自
足
運
動
の
確
立
、
②
減
塩
食

生
活
の
推
進
、
③
転
作
作
物

の

増
収
安
定
、
④
加
工
技
術
の
向

上
（
売
れ
る
加
工
品
づ
く
り
）
 

な
ど
を
定
め
、
 

ま
た
五
十
九
年

度
か
ら
六
十
一

年
度
の
計
画
目

標
と
し
て
は
①

自
給
加
工
グ
ル
 

ー
プ
の
組
織
育

成
、
②
自
給
自

足
運
動
の
展
開
 

（
自
家
生
産
物

の
有
効
利
用
）
、
 

③
加
工
技
術
の

実
習
、
④
自
給

加
工
暦
の
作
成
、
 

⑤
自
給
農
産
物

の
生
産
向
上
と

加
工
振
興
、
⑥

農
産
物
加
工
技
 
 

術
の
交
換
、

工
夫
展
の
開
催
、
 

⑦
自
給
食
品

の
活
用
（
貯
臓
、
 

加
工
技
術
の
向
上
）
、⑧
転
作
物

の
加
工
品
即
売
、
⑨
「
ふ
る
さ

と
の
味
」
「手
づ
く
り
の
味
」
 
の

消
費
拡
大
運
動
が
決
め
ら
れ
ま

し
た
。
 

な
お
同
協
議
会
に
は
 
「ふ
る

さ
と
味
造
り
専
門
委
員
会
」
も

設
け
ら
れ
、

二
月
四
日
か
ら
本

格
的
な
加
工
作
業
が
は
じ
め
ら

れ
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
 

農
業
の
起
死
回
生
を
 

昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
の

工
業
を
主
転
と
す
る
超
高
度
経

済
成
長
は
、

農
山
漁
村
か
ら
若

年
、
学
卒
労
働
力
の
み
な
ら
ず
、
 

中
、
高
年
の
出
稼
者
ま
で
も
大

都
市
に
吸
収
し
ま
し
た
が
、
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
来
低
成
長
の

今
も
な
お
、

依
然
と
し
て
農
業

ば
な
れ
の
傾
向
が
続
い
て
い
ま

す
。
 

ち
な
み
に
市
の
統
計
を
み
ま

す
と
、
昭
和
三
十
五
年
に
は
一
一

千
五
百
五
十
五

戸
も
あ
っ
た
専

業
農
家
が
、

二
十
年
経
過
し
た
 
 

五
十
五
年
に
は
六
分
の
一
以
下

の
三
百
六
十
九
戸
に
減
少
し
て

い
ま
す
。
 

こ
れ
は
社
会
経
済

の
一
断
面

に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
市
で
は
こ

の
現
状
を
ふ
ま
え
、
農
家
の
起

死
回
生
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
 

そ
の
一
環
が
こ
の
毘
沙
門
地
区

農
産
物
加
工
処
理
施
設
で
も
あ

る
わ
け
で
す
。
 

地
場
産
業
の
拠
点
に
 

就
任
以
来
、
農
産
物
加
工
に

意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
森
田
市

長
は
、
二
月
八
日
加
工
作
業
の

状
況
を
視
案
し
、
従
事
者
を
激

励
し
ま
し
た
。
 

現
地
を
訪
れ
た
森
田
市
長
は
、
 

「大
い
に

こ
の
施
設
を
利
用
し
、
 

皆
さ
ん
の
英
知
を
結
集
し
て
、
 

よ
り
よ
い
 
「ふ
る
さ
と
の
味
」
 

等
の
地
場
産
業
の
推
進
を
図
っ

て
く
だ
さ
い
。
将
来
は
、
地
場

産
業
の
拠
点
と
し
て
、
良
質
産

品
の
創
出
か
ら
販
売
ま
で
手
掛

け
る
よ
う
に
」
 
して
ほ
し
い
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
 

同
施
設
の
上
見
キ
ヌ
ふ
る
さ
 
 

と
味
造
り
専
門
委
員
長
は
、
「将

来
の
計
画
と
し
て
自
給
体
制
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
「
ふ
る
さ
と

の
味
い
 
「手
造
り
の
味
」
 
の
中

か
ら
模
索
し
な
が
ら
、
有
効
活

用
を
図
っ
て
良
い
品
質
で
消
費

拡
大
に
結
び

つ
け
た
い
」
 
と
話

し
て
い
ま
す
。
 

農
産
物
加
工
施
設
と
は
、
農

家
の
み
な
さ
ん
が

生
産
し
た
自

家
農
産
物

（
大
豆
・
り
ん
ご
等
）
 

を
図
の
よ
う
に

加
工
す
る
こ
と

が
で
き
る
施
設
で
す
。
 

こ
の
施
設
を
利
用
し
て
、
農

産
物
の
有
効
利
用
を
図
り
な
が

ら
「
ふ
る
さ
と
の
味
」
「手
造
り
 
 

の
味
」
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
 

ー
み
ん
な
で
参
加
し
、
 

豊
か
な
む
ら
づ
く
り
を

ー
 

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
ふ

る
さ
と
の
味
造
り
専
門
委
員
会
 

・

上
見
委
員
長
ま
で
連
絡
く
だ

さ
い
。
 
（
市内
毘
沙
門
 
些
一
一

六
ー
二
六
五

一
番
）
 

 

議
 
昌
婆
．
 

『
、
 

麟
）
（
灘

穣
議
履
 

一
年
間
に
贈
与
を
受
け
た
財

産
の
価
額
を
合
計
し
て
、
六
十

万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
贈
与

税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
贈
与
税
の
申
告
と
納

税
は
、
贈
与
を
受
け
た
年
の
翌

年
二
月
一
日
か
ら
三
月
十
五
日

ま
で
で
す
。
 

ま
た
、
贈
与
税
額
が
五
万
円

を
超
え
て
い
て
、
 一
時
に
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、
五

年
以
内
の
年
賦
延
納
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
五
所
川
原
税

務
署
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
 

（
廿
三
四
ー
三
一
三
六
番
）
 

毘沙門の加工施設を視察する森田市長 

どんなものが加工できるか 

（大 豆） 
ー「 ノみ そ "4納 豆 的｝ージュース 

、と うふ 

※ビン詰、缶詰、袋詰ができます 
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ケ
 

葬
《」
」
 

畿
夢
熱
難
瀞
議
ぐ
‘
 

（
義
麟灘
 

G
丙
癌
、
 

熟
驚
 

叫
議
叫
り
製
轟
緯

z
 

市
民
相
談
室
で
は
、
五
十
九

年
の
出
稼
ぎ
実
態
調
査
を
市
が

委
嘱
し
て
い
る
留
守
家
族
世
話

人
の
ご
協
力
を
得
て
実
施
し
ま

し
た
。
 

当
市
に
お
け
る
出
稼
ぎ
者
は

年
間
約
四
千
人
で
、
そ
の
約
九

〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
農
家
出
身
者

で
あ
り
、
農
業
だ
け
で
は
十
分

な
生
計
が
立
た
ず
半
年
以
上
も

故
郷
を
は
な
れ
出
稼
ぎ
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
 

出
稼
は
、
子
ど
も
の
養
育
に

つ
い
て
の
悩
み
、
留
守
を
あ
ず

か
る
主
婦
や
老
人
の
過
重
な
労

働
と
心
労
、
又
は
夫
婦
生
活
の
 
 

問
題
な
ど
を
か
か
え
な
が
ら
、
 

さ
ら
に
一
段
と
長
期
化
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
 

調
査
は
昨
年
十
二
月
、
市
内

の
出
稼
ぎ
家
庭
八
百
六
十
世
帯

を
対
象
に
行
い
、
五
百
五
＋
八

世
帯
か
ら
回
答
が
あ
り
回
収
率

六
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
 

そ
れ
に
よ
る
と
、
農
家
の
出
 
 

稼
ぎ
は
、
 一
家
の
大
黒
柱
に
集

中
し
て
、
中
・
高
年
の
増
加
が

目
立
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
 

出
稼
ぎ
す
る
理
由
に
つ
い
て

は
、
「農
業
だ
け
で
は
生
活
で
き

な
い
」
 
が六
〇
パ

ー
セ
ン
ト
以

上
を
占
め
、
昨
年
の
米
の
豊
作

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
家
の
出

稼
ぎ
依
存
が
依
然
強
い
こ
と
を
 

示
し
て
お
り
ま
す
。
 

出
稼
ぎ
家
庭
の
主
な
家
業
を

見
ま
す
と
、
農
家
が
九
〇

・
七

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
前
年
よ

り
二
三
・
九
パ

ー
セ
ン
ト
も
上

昇
し
、
半
面
商
業
、
会
社
員
家

庭
は
減
少
し

ー
パ

ー
セ
ン
ト
、
 

日
雇
い
、
パ
ー
ト
は
ニ
パ
ー
セ

ン
ト
、
そ
の
他
四
一
八
パ

ー
セ

ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

家
業
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か

で
は
、
「よ
い
」
が

一
八
・
三
パ
 

ー
セ
ン
ト
、「仕
方
が
な
い
の
で

続
け
る
」
が
四
七

・
五
パ
ー
セ

ン
ト
、「希
望
が
な
い
」
一
四

・
 
 

七
パ
ー
セ
ン
ト
、「や
め
た
い
」
 

が
七

・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
農

家
の
方
々
が
農
業
に
つ
い
で
将

来
へ
の
不
安
と
、
経
済
的
に
出

稼
ぎ
に
頼
っ
て
い
る
様
子
が
表

れ
て
お
り
ま
す
。
 

出
稼
ぎ
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
 

「農
業
だ
け
で
は
生
活
で
き
な

い
」
 
が六
三

・
三
パ
ー
セ
ン
ト

で
、
前
年
よ
り
二
・
四
パ

ー
セ

ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。
j
ー
、
 

そ
の
ほ
か
 
「生
活
向
上
の
た

め
」
 
九・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、「借
 

金
返
済
の
た
め
」
が
九

・
ー
パ
 

ー
セ
ン
ト
な
ど
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
 

今
後
も
出
稼
ぎ
を
続
け
る
か

に
つ
い
て
は
、「続
け
る
」
 
が三

八

・
九
パ

ー
セ
ン
ト
、「事
情
の

許
す
か
ぎ
り
続
け
た
い
」
 
二
六
 

・

九
パ

ー
セ
ン
ト
、コ
ー、
三
年

づ
づ
け
た
い
」
十

一
・
三
パ

ー
 

セ
ン
ト
で
、
七
七

・
ー
パ

ー
セ

ン
ト
が
出
稼
ぎ
を
し
た
い
と
い

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「今
年

限
り
で
や
め
た
い
」
 
九・
八
パ
 

ー
セ
ン
ト
の
減
少
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
 

出
稼
ぎ
者
の
年
齢
層
に
つ
い

て
は
、
三
十
か
ら
四
十
五
歳
ま

で
が
二
七

・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と

前
年
に
比
べ
急
減
し
、
四
十
五

か
ら
五
十
歳
は
二
四
・
七
パ
ー
 

ー
セ
ン
ト

（
前年
は
九

・
ニ
パ
 

ー
セ
ン
ト
）
、五
＋
か
ら
五
十
五

歳
は
二
三

・
三
パ
ー
セ
ン
ト

（
 

（
同
四
・
八
パー
セ
ン
ト
）
、六

十
五
歳
以
上
で
は
二
・
三
パ

ー
 

セ
ン
ト

（
同
〇
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
）
と
、
高
年
齢
者
が
目
立
っ

て
増
え
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
 

こ
う
し
た
事
情
を
反
映
し
て

世
帯
主
の
出
稼
ぎ
が
七

ー
パ
ー
 

セ
ン
ト
と
前
年
よ
り
一
三
・
九

パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
 

出
稼
ぎ
に
よ
る
心
配
に
つ
い

て
は
、「健
康
と
事
故
」
が
七
四
 

・

四
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
留

守
家
族
の
方
々
が
い
か
に
出
稼

ぎ
者
を
心
配
し
て
い
る
か
わ
か

り
ま
す
。
 

ま
た
、
出
稼
ぎ
の
最
大
の
問

題
で
あ
り
ま
す
家
庭
生
活
と
子

ど
も
の
学
校
教
育
、社
会
教
育
、
 

防
犯
、
火
災
な
ど
に
も
不
安
を

示
し
て
お
り
ま
す
。
 

出
稼
ぎ
年
数
に
つ
い
て
は
、
 

十
年
と
そ
れ
以
上
を
合
わ
せ
る

と
五
八
・
五
パ

ー
セ
ン
ト
を
占

め
、
出
稼
ぎ
収
入
に
依
存
し
た

農
家
の
姿
が
、
そ
の
ま
ま
数
字

に
表
れ
て
お
り
ま
す
。
 

農
業
委
員
会
委
員
 

選
挙
人
名
簿
縦
覧
 

昭
和
六
十
年
一
月
一
日
現
在

で
調
製
し
た
五
所
川
原
市
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
、
 

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

第
十

一
条
で
準
用
す
る
公
職
選

挙
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
縦
覧

に
供
し
ま
す
。
 

▽
期
日
 
二
月
二
十
三
日
か

ら
三
月
九
日
ま
で
。
 

▽
時
間
 
期
間
中
毎
日
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
 ▽

場
所
 
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
廿
三
五
ー
二
一
一

内
線
三
二
九
番
）
 

軽
ス
ポ

ー
ッ
教
室
 

一
 

開
き
ま
す
 

▽
期
日
 

月
一
一十
日
か
ら

三
月
二
十
九
日
ま
で
、
毎
週
水
 

・

金
曜
日
午
前
九
時
三
十
分
か

ら
正
午
ま
で
 

ソ
会
場
 
市
民
体
育
館
 

▽
種
目
 
軽
ス
ポ
ー
ツ
（
ス

ト
レ
ッ
チ
・
パ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
 

▽
受
付
け
 
当
日
会
場
で
九

時
三
十
分
ま
で
。
 

▽
申
し
込
み
・
間
いA易

せ
先

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
 

（
廿
三
五
ー
二
一
一
一
内
線
一
一

五
〇
）
 

工事現場で作業する市出身の出稼ぎ者たち 

目
立
つ
中

●
高
年
齢
者
 

畔
加
”
農
業
不
振
が
拍
車
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見事な救急活動 
仮
死
状
態
の
男
性
を
 

森
田
市
長
は

一
月

二
十
六
日
、
心
臓
発

作
を
起
こ
し
て
無
呼

吸
、
心
拍
停
止
、
瞳

孔
散
大
、
対
光
反
応

な
し
の
仮
死
状
態
の

男
性
を
人
工

マ
ッ
サ
 

ー
ジ
で
生
き
返
ら
せ

た
五
所
川
原
消
防
署

救
急
隊
員
三
人
に
表

彰
状
を
贈
っ
て
そ
の
 

人
工
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
救
う
 

森
田
市長
三
救

急
隊

員
を

表
彰
 

功
績
を
讃
え
ま
し
た
。
 

表
彰
さ
れ
た
の
は
外
崎
修
一

救
急
分
隊
長
ほ
か
二
名
で
す
。
 

三
人
は
昨
年
十
二
月
十
七
日

午
前
六
時
十
三
分
、
心
臓
発
作

で
苦
し
ん
で
い
る
青
森
職
業
訓

練
短
期
大
学
校
指
導
教
官
の
花

田
英
夫
（
四
二
）
廿
市
内
石
岡

字
藤
巻
ー
方
家
族
か
ら

一
一
九

番
で
救
急
車
出
動
の
要
請
を
受

け
て
花
田
さ
ん
方
へ
急
行
し
ま
 

し
た
。
 

と
こ
ろ
が
、
 

三
人
が
現
場
へ

到
着
し
た
時
は

仮
死
状
態
で

一

刻
の
猶
予
も
許

さ
れ
ぬ
極
め
て

危
険
な
状
況
で

あ
り
ま
し
た
。
 

三
名
の
救
急

隊
員
は
、
こ
と

の
重
大
性
を

い

ち
早
く
察
知
し
、
 

医
師
の
現
場
出

動
を
無
線
で
要

請
す
る
と
共
に
、
 

応
急
処
置
と
し

て
四
十
分
に
わ
 
 

た
り
交

替
で

懸
命

の
心
肺
脳

蘇
生
法
を
施
し
た
と
こ
ろ
、
同

七
時
十
分
ご
ろ
自
発
呼
吸
を
は

じ
め
た
の
で
酸
素
吸
入
に
切
替

え
、
現
場
に
到
着
し
た
医
師
を
 

昨
年
暮
れ
か
ら
の
異
常
寒
波

と
豪
雪
の
た
め
、
積
雪
の
重
み

や
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
よ
り
、
 

各
地
で
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
次
の

事
項
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
 

▽
屋
根
か
ら
下
ろ
し
た
雪
や

氷
が
、
ガ
ス
ボ
ン
べ
ゃ
配
管
等

に
直
接
あ
た
ら
な
い
よ
う
排
雪

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

▽
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
べ
の

周
り
及
び
通
路
は
、
緊
急
時
に

そ
な
え
て
常
に
排
雪
を
し
ま
し

ょ
・フ
。
 

▽
ガ
ス
配
管
が
雪
で
埋
ま
っ

て
い
る
場
合
も
除
排
雪
を
し
て

下
さ
い
。
 
（
暖
気
に
な
る
と
、
 

積
雪
の
重
み
で
配
管
が
耐
え
ら
 
 

車
に
同
乗
さ
せ
西
北
中
央
病
院

へ
搬
送
、
入
院
さ
せ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
花
田
さ
ん
は
弘
前

大
学
付
属
病
院

へ
転
院
し
入
院

加
療
中
で
あ
り
ま
す
が
、
経
過

は
順
調
で
近
日
中
に
退
院
す
る

ま
で
に
回
復
し
て
い
ま
す
。
 

九
死
に

一
生
を
得
た
花
田
さ

ん
を
は
じ
め
関
係
者
か
ら
救
急

隊
の
今
後
の
救
急
活
動
に
対
し

て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て

い
ま
す
。
 

れ
な
く
な
り
破
損
し
ま
す
。
）
 

▽
雪
下
ろ
し
ゃ
排
雪
が
終
っ

た
ら
、
ガ
ス
ボ
ン
べ
、
ガ
ス
ホ
 

ー
ス
、
調
整
器
、
ガ
ス
メ
ー
タ
 

ー
及
び
配
管
等
に
損
傷
が
な
い
 
 

か
良
く
確
か
め
ま
し
ょ
う
。
 

▽
異
常
発
生
の
場
合
に
は

①
元
栓
、
ガ
ス
ボ
ン
べ
の
バ
ル

ブ
を
閉
め
る
。
 

②
す
べ
て
の
火
気
の
消
火
。
 

③
電
気
、
ス
イ
ッ
チ
に
は
手
を

ふ
れ
な
い
。
 

④
最
寄
り
の
ガ

ス
販
売
業
者
へ

の
通
報
。
 

愈
志
や
戸
を
開
け
て
ガ
ス
の
排

除
 （

県
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
五
所

川
原
支
会

・
五
所
川
原
地
域
防

災
協
会
）
 

消
費
者
 

モ
ニ
タ
ー
募
集
 

公
平
取
引
委
員
会
で
は
、
ヤ

ミ
カ
ル
テ
ル
や
不
公
平
な
取
り

引
き
を
撲
滅
す
る
た
め
、

六
十
 
 

年
度
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
 

▽
応
募
資
格
 
青
森
市
か

ら

交
通
所
要
時
間
一
時
間
半
以
内

の
地
域
に
居
住
す
る
二
十
歳
以

上
の
婦
人
『
 

▽
応
募
方
法
 
所
定
の
申
し

込
み
用
紙
に
記
入
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
 

用
紙
は
、
県
消
費
流
通
課
ま

た
は
市
商
工
観
光
課
に
あ
り

ま

す
。
 

▽
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
 

H
委
員
会
が
行
う
年
数
回
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
。
 

ロ
委
員
会
か
ら
依
頼
さ
れ
る

調
査
に
協
力
。
 

日
消
費
者
の
立
場
か
ら
要
望

や
情
報
、
意
見
等
を
随
時
提
出

す
る
。
 

▽
任
期
 
四
月
か
ら
六
十
一

年
三
月
末
ま
で
。
 

な
お

詳
し

く
は
、

県
消
費

流
通
課
ま
た
は
市
商
工
観
光
課
 

（
廿
三
五
ー
二
一
一

一
内
線
一
一

六
〇
番
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

森田市長から表彰される左から外崎個、沢田、外崎滴隊員 

‘
一
‘
，
一
一
，
,
"
‘
一
 
一
‘
●
●
●
‘J●
●
一
J
》
I
一
 
一
‘
一
“
一

一
‘
一
一
 
一
 》
一
‘
一
 

”
ロ
パ”
ボ
ン

ぺ
類
を
 

雪
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ

う
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自慢の歌や手踊りを披露 
・  

会場は終始なごやか 

~ 

お年寄りたちを励ます森田市長 

市
老
人

保
健
芸

能
大
会
 

構内線路を横切らないで 

国鉄五所川原駅の構内を横切る人が目立ち、当駅では事故防止のため自粛を呼びかけています。 

これは朝タの通勤、登下校時に駅裏中央公民館脇から駅構内を横切り、日通営業所付近に出るも

のですが、列車の発着などがあり大変危険ですので構内を横切らないようにお願いします。 

保
険
料
は
 

忘
れ
な
い
で
納
め
ま
し
よ
う
 

ニ
十
歳
に
な
っ

た
ら
 

国
民
年
金
に

加
入
を
 

生
き
る
幸
わ
せ
、
心
も
は
ず

む
笑
い
を
の
せ
て
ー
を
ス
ロ
ー
 

ガ
ン
に
、
市
老
人
保
健
芸
能
大

会
（
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主

催
）
が

一
月
二
十
二
日
、

市

民
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

葛
西
大
会
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
、
来
賓
の
森
田
市
長
が

コ
ー十

一
世
紀
に
向
け
て
、
お

年
寄
り
た
ち
が
生
き
が
い
の
も

て
る
福
祉
行
政
実
現
の
た
め
引

き
続
き
努
力
す
る
と
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
 

初
め
て
開
か
れ
た
大
会
に
は
、
 

市
内
の
各
老
人
ク
ラ
ブ
代
表
者
 
 

に
よ
る
自
慢
の
歌
や
手
踊
り
な

ど
約
四
十
組
が
出
場
し
ま
し
た
。
 

市
連
合
婦
人
部
に
よ
る
「
ボ

ケ
ナ
イ
音
頭
」
ゃ
「
津
軽
じ
ょ

ん
が
ら
節
」
、
そ
れ
に
デ
イ
ス

コ
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
元
気

い
っ
ぱ
い
に
舞
台
せ
ま
し
と
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
五
所
川
原
甚
句
の

盆
踊
り
で
し
め
く
り
、
年
齢
を

感
じ
さ
せ
な
い
身
の
こ
な
し
に

終
始
会
場
は
、
に
ぎ
や
か
な
歓

声
に
包
ま
れ
一
足
早
い
春
が
き

た
よ
う
に
、
和
気
あ
い
あ
い
の

ひ
と
と
き
を
過
し
て
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
の
人
生
は
、
自
分

の
手
で
設
計
し
、
創
造
し
て
ゆ

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
 

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
万
一
の

事
故
の
時
や
、
老
後
の
対
策
と

し
て
の
、
公
的
年
金
の
存
在
で

す
。
 

公
的
年
金
制
度
は
万
一
の

事
故
の
時
や
、
老
後
に
お
け
る

所
得
を
保
障
す
る
、
国
で
運
営

し
て
い
る
社
会
的
な
制
度
で
、
 

勤
め
て
い
る
人
た
ち
が
加
入
し

て
い
る
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

な
ど
の
職
場
の
年
金
制
度
と
職

場
の
年
金
制
度
に
加
入
で
き
な

い
、
二
十
歳
以
上
の
人
た
ち
が

必
ら
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
国
民
年
金
と
が
あ
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
き

ち
ん
と
指
定
さ
れ
て
あ
る
納
付

期
限
ま
で
に
納
め
て
い
ま
す
か
。
 

納
付
期
限
は
、
単
に
事
務
整

理
の
都
合
の
た
め
だ
け
に
決
め

て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

も
し
、
万

一
の
事
故
が
あ
っ
 

職
場
の
年
金
は
会
社
の
係
の

方
が
手
続
き
を
し
て
く
れ
ま
す

が
、
国
民
年
金
は
、
加
入
の
手

続
き
か
ら
保
険
料
の
納
付
ま
で

市
町
村
役
場
国
民
年
金
係
で
自

分
の
手
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
 

あ
な
た
は
何
の
公
的
年
金
制

度
に
加
入
し
て
い
ま
す
か
。
 

職
場
の
年
金
制
度
に
加
入
し

て
い
な
い
人
は
、
必
ら
ず
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
に
関
す
る
詳
し
い

こ
と
は
市
保
険
年
金
課
国
民
年

金
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

（
。
三
五ー
二
一

一
一
 
内
線

二
六
五
番
）
 

た
と
き
に
は
、
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
納
付
期
限
ま
で
の
保
険
料
を

納
め
て
い
る
こ
と
が
、
母
子
年

金
や
障
害
年
金
を
受
け
ら
れ
る

た
め
の
条
件
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

に
十
分
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
 
 

ま
せ
ん
。
 

ま
と
め
て
納
め
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
そ
れ
だ
け
負
担
も
大
き

く
な
り
ま
す
。
 

今
年
度
も
あ
と
ー
カ
月
余
を

残
す
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。
納

め
忘
れ
は
な
い
か
、
も
う
一
度

確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

自
動
車
の
名
義
変

更
・
廃
車
手
続

・

車
検
は
お

早
目
に
 

▽
名
義
変
更
や
廃
車
の
手
続

き
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
三
月

二
十
日
以
前
に
す
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。
（名
義
変
更
や
廃
車
の
手

続
き
を
し
な
い
で
転
売
し
た
り
、
 

ス
ク
ラ
ッ
プ
廃
車
す
る
と
六
十

年
度
の
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
）
 

▽
三
月
は
車
検
も
大
変
混
雑

し
ま
す
。
継
続
検
査
は
、
 ー
カ

月
以
内
で
、
前
に
受
け
ら
れ
て

も
有
効
期
間
は
不
利
益
と
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
早
く
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。
 

▽
受
付
時
間
 
平
日
 
八
時

四
十
五
分
ー
十
二
時
 
十
三
時
 

ー
十
六
時
 
土
曜
日
 
八
時
四

十
五
分
ー
十
一
時
三
十
分
 

▽
場
所
 
青
森
県
陸
運
事
務

所
 
青
森
市
大
字
浦
町
宝
血
（
野

八
八
ー
六
 
（
。
〇
一
七
七

ー
 

七
五
ー
一
一
二
一
）
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市青少年対策室（容34--2941 番） 五所川原地区BBS会 

地域ぐるみで 
青少年によい環境を 

排
 水
設
備
責
任
技
術
者
及
び
配
管
工
認
定
試
験
 

排
水
設
備
工
事
に

係
る
責
任

技
術
者
及
び

配
管
工
認
定
試
験

を
、
次
の
要
項
に
よ

り
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
受
験
さ
れ
る
方

は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

▽
受
験
資
格
 

H
責
任
技
術
者
 

①
学
校
教
育
法
に

よ
る
短
期

大
学
、
高
等
専
門
学
校
又
は
、
 

こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
校
に
お

い
て
理
工
科
系
統
（
土
木
、
機

械
、
建
築
、
衛
生
設
備
工
学
又

は
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
）
の

正
規
の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し

た
後
二
年
以
上
下
水
道
又

は
、
 

水
道
の
工
事
の
設
計
及
び
監
督

の
経
験
を
有
す
る
方
。
 

②
前
号

の
学
校
に
お

い
て
、
 

理
工
科
系
統
以
外
の
課
程
を
修

め
卒
業
し
た
後
四
年
以
上
下
水

道
又
は
水
道
工
事
の
設
計

及
び

監
督
の
経
験
を
有
す
る
方
。
 

③
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
又
は
、
旧
中
学
校
令
に
よ

る
中
等
学
校
に
お

い
て
工
業
に

関
す
る
学
科

（
土
木
、
機
械
、
 

建
築
、
衛
生
設
備
工
学
又
は
、
 

こ
れ
に
準
ず
る
も
の
）
の
課
程

を
修
め
卒
業
し
た
後
五
年
以
上

下
水
道
又
は
水
道
の
工
事
の
設

計
及
び
監
督
の
経
験
を
有
す
る

者
。
 

④
前
三
号
の
学
校
に
お

い
て

工
業
に
関
す
る
学
科
以
外
の
課

程
を
修
め
て
卒
業
し
た
後
七
年

以
上
下
水
道
又
は
水
道
の
工
事

の
設
計
及
び
監
督
の
経
験
を
有

す
る
者
。
 

⑤
公
共
団
体
に
お

い
て
引
き

続
き
三
年
以
上
下
水
道
又
は
水

道
の
工
事

の
設
計
及
び
監
督
の

経
験
を
有
す
る
者
。
 

⑥
引
き
続
き
十
年
以
上
下
水

道
若
し
く
は
水
道
の
工
事
又

は

こ
れ
と
類
似
の
配
管
工
事
の
設

計
及
び
監
督
の
経
験
を
有
す
る

も
の
。
 

⑦
市
長
が
前
各
号
に
規
定
す

る
者
と
同
等
以
上
の
資
格
を
有

す
る
と
認
め
た
者
。
 

口
配
管
工
 

学
歴
、
職
歴
を
問
わ
な
い
。
 

〔
た
だ
し
、
引
き
続
き
五
年
以

上
排
水
設
備
工
事
の
実
務
に
従

事
し
た
経
験
を
有
し
、

か
つ
、
 

市
長
の
行
う
講
習
会
を
受
講
し

た
者
に

つ
い
て
は
試
験
を
免
除

し
認
定
す
る
〕
 

▽
受
験
手

続
き
 

H
受
験
申
し
込
み

等
関
係
提

出
書
類
 

①
排
水
設

備
責
任
技
術
者

・

配
管
工
認
定
受
験
申
し

込
み
書

一
通

（用
紙
は
下
水
道
課
で
交
 

付
）
 

②
受
験
申
し
込
み
書
添
付
書

類
 ①

履
歴
書
 

一
通

（
市
販
様

式
）
 

⑧
住
民
票
抄
本
 

一
通

⑤
写
真
 
三

枚
（
受
験
申
し

込
み
書
に

一
枚
、
添
付
二
枚
、
 

最
近
三
月
以
内
に
撮
影
し
た

無
帽
上
半
身
、
縦
三
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
横
二

・
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
も
の
）
 

〇
学
歴
及
び
職
歴
証
明
書
一

通

（
卒
業
証
明
書
及
び
雇
用

証
明
書
な
ど
）
 

O
身
分
証
明
書
 

一
通
（
本

籍
地
の
市
町
村
で
交
付
）
 

口
受
験
申
し

込
み
受
付
期
間

二
月
二
十
日

（
水
）
か
ら
三

月
二
日

（
土
）
ま
で
。
 

受
付
け
は
、下
水
道
課
で
行
い
、
 

受
付
時
間
は
日
曜

・
祭
日
を
除

き
平
日
は
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で
、
 

土
曜
日
は
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
正
午
ま
で
。
 

目
受
験
票
の
交
付
 

受
験
票
の
交
付
は
、
三
月
四

日

（月
）
か
ら
三
月
五
日
（
火
）
 

ま
で
に
下
水
道
課
で
直
接
本
人

に
行
う
。
 

▽
試
験
日
時
 
 

三
月
十
二
日

（火
）
 

＠
配
管
工

・
受
付
時
間
…
九
 

時
三
十
分
か
ら
九
時
四
十
五
分
 

・

試
験
時
間
…
十
時
か
ら
十

一

時
三
十
分
。
 

⑨
責
任
技
術
者

‘
受
付
時
間
 

i
十
三
時
か
ら
十
三
時
十
五
分

試
験
時
間
…
十
三
時
三
十
分
か

ら
十
五
時
三
十
分
。
 

▽
試
験
場
 

五
所
川
原
市
大
字
長
橋
字
広

野
二
三
七

ー
五
 
「市
浄
化
セ
ン

タ
ー
」
 
三階
研
修
室
 

（
。
三
四
ー
七
五
七
二
番
）
 

▽
筆
記
用
具
等
 

鉛
筆
、
消
ゴ
ム
、
三
角
定
規
、
 

受
験
票
 

な
お
、
責
任
技
術
者
の
受
験

者
は
、
上
記
の
他
に
計
算
器
、
 

三
角
ス
ケ
ー
ル
を
用
意
す
る
こ

と
。
 

▽
出
題
範
囲
 

「排
水
設
備
設
計
及
び
施
工

基
準
」
 

「
五
所
川
原
市
下
水
道
条
例
」
 

「五
所
川
原
市
下
水
道
条
例
施

行
規
則
」
 

「五
所
川
原
市
指
定
排
水
設
備

工
事
業
者
規
則
」
 

「五
所
川
原
市
水
洗
便
所
改
造

等
資
金
融
資
あ
っ

せ
ん
規
則
」
 

▽
合
格
発
表
 

三
月
二
十
日

（
水
）
 

市
建
設
部
下
水
道
課
前
に
、
 

合
格
者
の
受
験
番
号
を
掲
示
す

る
こ
と
と
も
に
、
後
日
合
格
者
 
 

に
通
知
し
ま
す
。
 

▽
認
定
書
等
の
交
付
 

三
月
二
十
八
日

（木
）
十
時

か
ら
五
所
川
原
市
大
字
長
橋
字

広
野
二
三
七
ー
五
「

市
浄
化
セ

ン
タ

ー
」
 
三階
研
修
室
で

行
い

ま
す
。
 

社
会

福
祉
に

と
 

五
万

余
円
寄
付
 

美
容
組
合
北
五
支
部
 

県
環
境
衛
生
美
容
組
合
北
五

支
部

（
小
関
千
代
支
部
長
）
は

二
月
五
日
、
恵
れ
な
い
方
た
ち

へ
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
五
万
余

円
を

寄
付
し
ま
し
た
。
 

二
月
三
日
、
五
松
苑
で
開
い

た
新
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ

ー
 

の
収
益
金
を
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

同
組
合
か
ら
の
寄
贈
は
、
今

年
が
五
回
目
で
関
係
者
か
ら
も

喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
 

目録を渡す小関支部長 



息鼻煮廻ふれあ旦． 
子供たち、えさを与え大喜び 

～ 	 一 一“へぐー一 

、、，,ぶで掌七 

r
長
期
天
気
予
報
止
 

「

j
，
ニ
ノ
4う
一一
，
コ
 

※
概
況
 
二
月
は
寒
い
日
が

多
く
、
津
軽
下
北
地
方
で
は

一

時
大
雪
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
 

三
月
は
暖
か
な
日
が
多

い
見

込
み
で
す
。
 

※
ニ
月
 
寒
暖
の
変
動
が
大

き
く
寒
さ
の
厳
し
い
時
期
が
あ

る
で
し
ょ
う
。
三
八
上
北
地
方

の
南
部
で
は
晴
れ
の
日
が
多
い

で
す
が
、
津
軽
下
北
地
方
や
三

八
上
北
地
方
の
北
部
で
は
雪
が

降
り
や
す
く
一
時
大
雪
の
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
月
平
均
の
気
温

は
ゃ
や
低
く
、
降
水
量
は
津
軽

下
北
地
方
と
三
八
上
北
地
方
の

北
部
で
や
や
多
く
、
三
八
上
北

地
方
の
南
部
で
は
や
や
少
な
い

で
し
ょ
う
。
 

※
三
月
 
天
気
は
周
期
的
に

変
わ
り
暖
か
な
晴
れ
の
日
が
多

い
で
し
ょ
う
。
月
平
均
の
気
温

は
や
や
高
く
、
降
水
量
は
平
年

並
で
し
ょ
う
。
 

※
四
月
 
前
半
は
暖
か
な
晴

れ
の
日
が
多
い
見
込
み
で
す
が
、
 

後
半
は
肌
寒

い
曇
り
や
雨
の
日

が
多

い
で
し
ょ
う
。
月
平
均
の

気
温
、
降
水
量
と
も
平
年
並
で

し
ょ
・フ
。
 

（
青森
地
方
気
象
台
）
 

五
所
川
原
俳
句
会
提
供
 

俳
 

地
吹
雪
や
ポ

ス
ト
の
色
の
道
し
る
べ

こ
の
二
月
雪
丈
尺
の
下
に
住
む

日
輪
を
お
ほ
ひ
が
く
し
て
細
め
雪

片
言
の
礼
の
電
話
の
お
年
玉

寒
タ
焼
を
ん
な
ひ
と
り
の
息
透
け
り

雪
の
峰
工
事
の
男
の
太
い
骨
 

成
田
 
市
子

対
馬
 
陣
子

前
田
せ
い
女

斎
藤
今
日
子

平
間
 
憲
子

松
宮
 
梗
子
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『在
宅
介

護
教
室

』
開
催
 

市
で
は
、
現
在
家
庭
に
お

い

て
寝
た
き
り
老
人
等
を
介
護
す

る
た
め
に
必
要
な
家
庭
介
護
技

術
を
習
得
す
る
方
々
を
対
象
に
、
 

次
の
日
程
で
在
宅
介
護
教
室
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
 

▽
日
時
 
第

一
日
目
、
三
月

士

一日

（火
）
第
二
日
目
、
三

月
二
士

一日

（
金
）
 

と
も
に
午
前
十
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
。
 

▽
場
所
 
特
別
養
護
老
人
ホ
 

ー
ム
青
山
荘

（三
五
ー
四
二
一

一
五
番
）
 

▽
講
習
内
容
 
①
日
常

の
介

護
知
識
。
②
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
 
 

ョ
ン
の
心
得
。
 

③
介
護
者
の
心
が
ま
え
 

④
老
人
福
祉
施
設
の
概
要
。
 

▽
経
費
 
無
料
で
す
。
 

▽
申
し
込
み
期
限
 
三
月
五

日
（
火
）
 

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
福
祉
事
務
所
・
福
祉
係
（

廿

三
五
ー
二

一
一
一
 
内
線
二
一

〇
番
）
 

メ
ー
ト

ル
条
約

加
盟

百
周
年
記

念
 

懸
賞
作
品
募
集
 

六
十
年
度
は
、
メ
ー
ト
ル
条
 

白
鳥
の
飛
来
地
と
し
て
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
旧
十
川
の

鎌
谷
橋
上
流
に
、
今
冬
も
約
十

四
羽
の
白
鳥
が
羽
を
休
め
て
、
 

市
民
や
子
ど
も
た
ち
を
喜
ば
せ

て
い
ま
す
。
 

今
で
は
、
人
が
近
づ
い
て
も

警
戒
心
を
忘
れ
た
よ
う
に
、
氷

や
雪
の
上
を
ョ
チ
ョ
チ
歩
い
て

き
て
、
え
さ
を
ね
だ
る
光
景
が

見
ら
れ
ま
す
。
 

昨
年
の
年
末
以
来
、
豪
雪
と

異
常
寒
波
の
た
め
訪
れ
る
人
も

少
な
く
、
こ
の
た
め
、
伊
藤
一

清
さ
ん

（
五
九
）
ー
田
園
調
布

一
〇
九
廿
が

一
日
一
回
与
え
る

え
さ

（
パ
ン
く
ず
）
を
、
お
い
 

約
加
盟
の
正
式
通
知
を
行
っ
た

年
か
ら
百
周
年
に
当
た
る
記
念

す
べ
き
年
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
記
念
行
事
の
一
環
と
し

て
、
次
の
と
お
り
標
語
及
び
ポ

ス
タ
ー
の
懸
賞
暮
集
を
行
い
ま

す
。
 

▽
募
集
内
容
 

メ
ー
ト
ル
条

約
加
盟
百
周
年
記
念
に
ち
な
ん

で
、
生
活
、
文
化
、
産
業
経
済
、
 

科
学
な
ど
計
量
と
の
関
連
を
取

り
上
げ
て
、
今
後
の
望
ま
し
い

姿
、
強
調
す
べ
き
点
を
端
的
に

表
現
す
る
も
の
。
 

例
え
ば
計
量
意
識

の
高
揚
、
 

計
量
器
の
適
t指
」用
、
正
量
取
り

引
き
の
推
進
、
単
位
価
格
表
示
の

励
行
、
産
業
経
済

に
お
け
る
計
 
 

し
そ
う
に
た
べ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
も
、
自
分
た
ち
が
与

え
る
え
さ
を
白
鳥
が
岸
辺
に
上

が
っ
て
き
て
、
た
べ
て
い
る
の

を
見
て
大
喜
び
し
て
い
ま
す
。
 

伊
藤
さ
ん
は
、

七
年
前
か
ら

白
鳥
の
お
世
話
を
し

て
お
り
、
 

近
所
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
白
鳥

お
じ
さ
ん
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
 

も
う
少
し
で
シ
ベ
リ
ア
に
帰

り
ま
す
が
、
来
年
も
必
ず
北
か

ら
の
使
者
と
し
て
元
気
な
姿
を

見
せ
て
ほ
し

い
と
、
伊
藤
さ
ん

は
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

〔
写
真ー
子
ど
も
た
ち
と

一
緒

に
え
さ
を
与
え
る
伊
藤
さ
ん
」
 

量
計
測
の
重
要
性
、
s
L
単
位

の
普
及
、
計
量
管
理
の
推
進
、
 

計
量
技
術
の
振
興
を
取
り
上
げ

た
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
 

内
容
は
自
由
で
す
。
 

▽
応
募
区
分
 
標
語
及
び
ポ
 
 

ス
タ
ー
。
 

▽
応
募
締
切
り
 
六
十
年

一
一

月
一
‘ト
八
H

（木
）
必
着
。

一

▽
応
募
資
格
 
小
学
生
の
部
、
 

中
学
生
の
部
及
び
高
校
‘

一
般

の
部
。
 

▽
応
募
条
件
 
標
語
は
長
短

自
由
、
は
が
き
大
の
用
紙
に

一

枚
一
句
。
 

ポ
ス
タ
ー
は
B
3
版
（
三
六

四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
×
五

一
五
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
）
、五
色
以
内
と
し
、
 

「
メ
ー
ト
ル
条
約
加
盟
百
周
年

記
念
」
及
び
「
毎
年
六
月
七
日

は
計
量
記
念
日
」
 
の
文字
は
必

ず
書
き
入
れ
る
こ
と
。
そ
の
ほ

か
に
適
宣
の
標
語
、

ス
ロ
ー
ガ

ン
な
ど
を
入
れ
る
か
入
れ
な
い

か
は
自
由
で
す
。
 

▽
申
し
込
み
・
間
い
合
わ
せ

青
森
市
大
字
八
ッ
役
字
芦
谷

二
〇
二
の
四
 

青
森
県
計
量
検
定
所
。
〇
一

七
七
（
三
五
）
八
五
五
五
番
。
 



愛の献血お願いします 

テレビ・防災キャンペーン 

みんなの健康教室へどうぞ 

く 乳幼児の健康診査 ） 

師

催

講

主
 

hレ
 

Nン
 

D受付時間 午後1時から 1時30分まで。 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

レ注意 病気療養中のお子さんは、ご遠慮願います。 

レ場所 市保健センター （旧警察署） 

月 	齢 対 象 児 と 	き 備 考 

3 カ 月 児 S59年11月生れ 3 月12日吠） 健康診査 

6 カ 月 児 S 59年 8 月生れ 3月19日因 健康相談 

I 	歳 	児 S59年 2 月生れ 3月25日（月） 健康相談 

1歳 6 カ月児 S 58年9月生れ 3 月26日因 健康診査 

3
 

日
『
 
 

日
  

午 	前 午 	後 

5
因
 

マルカカサイ駐車場 電 報 電 話 局 

10: 00-12 : 00 13: 30-16: 00 

14
(*) 

国鉄五所川原駅前 

10: 00-12 : 00 

コミュニテイ 
センタ―栄 

13 : 30-16 : 00 

青森放送（RAB）毎週木曜日】0 : 45-40 : 50 

放送日 ご存じですか 一防災ミニ百科ー 

2/21 火災篇 車両火災予防運動 

2 /28 ク 春の火災予防運動 

3/7 ク 山がくるったー林野火災の教訓― 

医師会と家庭を結ぶ「みんなの健康教室」 が次の日程で 

開かれます。お気軽においでください。 

今回のテーマは 「高血圧症」 について 

レと き 2 月22日（金）午後1時 

レところ 市保健センター （旧警察署） 

レ講 師 小笠原清樹先生 

レ主 催 北五医師会 五所川原市民保健協議会 

健康 

コーナー 

O
・O
b
什
い

O
い

O
か

O
い

O
O
仲
り
仲

‘
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お
宅
で
は
、
水
道
の
蛇
口
に

浄
水
器
を
取
り
付
け
て
い
ま
せ

ん
か
。
 

最
近
、
水
道
水
の
に
お
い
な
ど

を
除
去
す
る
た
め
の
家
庭
用
浄

水
器
が
売
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
 

一
部
試
験
機
関
の
実
験
で
は
、
 

こ
の
よ
う
な
浄
水
器
の
使
用
に

伴
い
細
菌
が
繁
殖
し
て
く
る
な

ど
衛
生
上
問
題
の
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

厚
生
省
で
も
、現
在
こ
の
対
策

を
検
討
中
で
す
が
、
水
道
の
水
 

中

O
O
り

O
O
O
仲
仲
り

O
O
。

O
O
サ

O
O
o
 

は
、
特
別
な
器
具
を
使
用
し
な

く
と
も
、水
道
法
で
定
め
ら
れ
た

安
全
で
良
質
な
水
と
し

て
皆
さ

ん
の
お
宅
に
届
け
ら
れ

て
い
ま

す
が
、
し
か
し
塩
素
の
臭
い
が
気

に
な
る
な
ど
の
事
情
か
ら
、浄
水

器
を
使
用
さ
れ

る
場
合
に
は
次

の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

日
浄
水
器
を
使
い
ま
す
と
、
 

水
道
水
を
消
毒
す
る
た
め
の
残

留
塩
素
が
な
く
な
り
、
細
菌
の

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
 

使
用
さ
れ

る
場
合
に
は
説
明
 

り

O
仲
什

軸
【
ッ
仲
O
仲
什
仲

o
。
（
W
仲
什
仲

G
o
 

書
を
読
ん
で
使
用
し

て
く
だ
さ
 

い
。
 ロ

夜
間
な
ど
長
時
間
使
用
し

な
い
で
再
び
使
用
さ
れ
る
場
合

は
、浄
水
器
の
中
に

溜
ま
っ
て
い

る
水
に
細
菌
が
発
生
し
て
い
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
水

を
十
分
流
し
て
か
ら
に
し
て
く

だ
さ
い
。
 

日
活
性
炭
（
塩
素
や
に

お
い

を
取
り
除
く
、
粒
状
ま
た
は
粉

末
状
の
物
質
）
な
ど

の
過
材
の

取
り
替
え
は
、
な
る
べ
く
早
め

に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

市
水
道
事
業
所

（
。
三
五

ー
 

ー
二

一
一
一
 
（
内
線
二
四
四

番
）
 
 

▽
期
日
 
六
十
年
三
月
二
十

六
日
（
火
）
ー
四
月
二
日
（火
）
 

八
日
間
 

▽
場
所
 
鹿
児
島
県
大
島
郡

与
論
町
と
沖
縄
 

▽
対
象
 
小
学
三
年
、
六
年

生
 
男
女
三
百
四
十
名
 

▽
締
切
り
 
三
月
十
二
日

説
明
会
 
二
月
十
六
日
）
（
土）
、
 

三
月
二
日

（
士
）
共
に
午
後
一
一

時
ー
午
後
四
時
三
十
分
 
国
立

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
（
東

京
代
々
木
）
 
廿
〇
三
（
四
六

七
）
七
二
〇
一
番
 

▽
申
し
込
み

・
問
い
合
せ
先

財
団
法
人
 
国
際
青
少
年
研
修

協
会
 

〒
一
〇
五
 
東
京
都
港

区
新
橋
二
丁
目

二
十
一
番

一
号

新
橋
駅
前
ビ

ル
二
号
館
 

廿
〇
三
（
五
七
二
）
三
三
五

一
番
 

広
報
紙
な
ど

の
不
配

世
帯
は
ご

連
絡
を
 

市
で
は
、
毎
月
一
日
、
十
五

日
の
二
回
、
広
報
「
ご
し
ょ
が
 
 

わ
ら
」
を
定
期
発
行
し
、
緊
急

の
場
合
、
必
要
に
応
じ
て
回
覧

物
等
を
出
し
て
い
ま
す
。
 

広
報

・
回
覧
物
等
は
、
原
則

と
し
て
発
行
日
の
前
日
行
政
連

絡
員
に
配
達
し
、

さ
ら
に
町
内
 

・

部
落
会

の
班

・
組
の
協
力
を

得
て
毎
戸
に
配
布

回
覧
し
て
い

ま
す
。
 

広
報
紙
・
回
覧
物
等
が
配
布

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
で
き
る

か
ぎ
り
町
内

・
部
落
会
に
加
入

さ
れ
、
速
か
に
住
ん
で

い
る
所
、
 

番
地
を
確
認
の
う
え
ご
連
絡
く

だ
さ

い
。
 

市
秘
書
企
画
課
広
報
係

（
廿

三
五
ー
二
一
一

一
番
 
内
線
三

一
九
番
）
 

O
】
什
”W
仲
軒
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鼻

O
(
W仲
り

や
り

や
り
り

苦
り

e
仲
【
W
り

苦

o
 

O
 
O

、
O
,〉

①

J
軒
 

開
校
十

周
年
記

念
 

ち
び
っ
子
探
険
学
校
・
ョ
ロ
ン
島
 

‘
ー
 
生
 
徒
 募
 
集
 

浄
水
器
 

の
 

取
り
扱
い
に

注
意
を
 

広
報
紙
の
早

期
配
布
に
ご

協
力

下
さ
い
 

【
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